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保
育
園
落
ち
た
！

江
東
区
も
深
刻

「
保
育
園
落
ち
た
」
と
い

う
母
親
の
ブ
ロ
グ
を
き
っ
か

け
に
大
き
な
話
題
と
な
っ
た

「
保
育
待
機
児
」
問
題
は
江

東
区
で
も
深
刻
で
す
。

今
年
度
、
江
東
区
で
は
認

可
保
育
園
の
入
園
募
集
枠
2

4
0
0
名
に
対
し
4
3
0
0

名
が
申
し
込
み
、
約
1
9
0

0
名
が
入
園
で
き
ず
、
「
待

機
」
と
な
り
ま
し
た
。
受
け

皿
の
認
証
保
育
所（
認
可
外
）

も
す
で
に
一
杯
で
、
「
育
休

を
な
ん
と
か
延
ば
せ
る
8
月

ま
で
に
入
れ
な
け
れ
ば
会
社

を
辞
め
る
し
か
な
い
」
「
働

か
な
い
と
生
活
で
き
な
い
」

な
ど
悲
鳴
が
上
が
り
、
待
機

児
問
題
の
解
決
は
待
っ
た
な

し
の
課
題
で
す
。

「
安
上
が
り
保
育
」

で
認
証
保
育
所
が

廃
園
・
休
園
に

ブ
ロ
グ
へ
の
共
感
の
ひ
ろ

が
り
に
あ
わ
て
た
政
府
は
、

「
緊
急
対
策
」
と
し
て
少
人

数
保
育
所
で
の
定
員
枠
の
拡

大
や
自
治
体
独
自
の
基
準
を

緩
め
て
受
け
入
れ
を
求
め
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
で

は
問
題
を
よ
り
深
刻
に
し
ま

す
。江

東
区
で
は
昨
年
、
認
証

保
育
所
1
園
が
廃
園
に
、
ま

た
1
園
が
休
園
と
な
り
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
規
制
緩
和
で

参
入
し
た
株
式
会
社
の
保
育

所
で
、
利
潤
追
求
に
よ
る
低

賃
金
・
過
重
労
働
で
保
育
士

が
働
き
続
け
ら
れ
な
く
な
っ

た
か
ら
で
す
。
安
上
が
り
に

子
ど
も
を
詰
め
込
み
、
保
育

の
専
門
性
を
軽
視
し
た
規
制

緩
和
で
は
、
保
育
の
質
の
低

下
に
つ
な
が
り
、
子
ど
も
た

ち
の
安
全
や
成
長
は
守
れ
ま

せ
ん
。区

の
責
任
で

公
立
認
可
保
育
園

を
つ
く
れ
！

日
本
共
産
党
区
議
団
は

「
民
間
任
せ
に
せ
ず
、
区
の

責
任
で
認
可
保
育
園
を
つ
く

れ
」
と
強
く
求
め
、
新
砂
・

千
田
に
公
立
保
育
園
設
置
な

ど
を
実
現
し
ま
し
た
。ま
た
、

保
育
士
不
足
の
要
因
が
他
職

種
に
比
べ
て
低
い
給
与
水
準

で
劣
悪
な
労
働
環
境
に
あ

り
、
区
独
自
の
処
遇
改
善
策

が
必
要
と
指
摘
し
、
今
年
度

か
ら
保
育
士
の
家
賃
助
成
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

さ
ら
に
国
・
都
有
地
の
活

用
に
よ
る
区
立
園
の
増
設
や

無
認
可
保
育
施
設
へ
の
支
援

充
実
な
ど
を
求
め
て
い
ま

す
。日

本
共
産
党
が

緊
急
提
言
を
発
表

日
本
共
産
党
は
保
育
待
機

児
問
題
の
解
決
に
向
け
て
緊

急
提
言
を
発
表
し
ま
し
た
。

保
育
ニ
ー
ズ
を
正
確
に
つ

か
ん
で
国
と
自
治
体
の
責
任

で
認
可
保
育
所
を
緊
急
に
増

設
す
る
こ
と
。
保
育
士
の
賃

上
げ
と
保
育
士
配
置
基
準
の

引
き
上
げ
で
待
遇
改
善
を
図

る
こ
と
な
ど
で
す
。

江
東
区
の
保
育
事
業
へ
の

国
の
負
担
は
わ
ず
か
5
％
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
先
進
諸
国

に
比
べ
半
分
以
下
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
）
の
保
育
・
幼
児
教
育
に

対
す
る
公
的
支
出
を
引
き
上

げ
、
保
育
士
の
給
与
や
配
置

基
準
な
ど
を
抜
本
的
に
引
き

上
げ
る
政
治
へ
の
転
換
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

昨
年
は
集
中
豪
雨
で
鬼

怒
川
が
氾
濫
し
、
大
き
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

江
東
区
は
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
以
下
の
低
地
帯
で
、

水
害
対
策
は
区
に
と
っ
て

の
重
要
課
題
で
す
。
4
月

4
日
、
区
議
団
と
あ
ぜ
上

三
和
子
都
議
、
山
添
拓
弁

護
士
は
、
水
門
管
理
セ
ン

タ
ー
（
清
澄
）
と
荒
川
ロ

ッ
ク
ゲ
ー
ト
を
視
察
し
ま

し
た
。

水
門
管
理
セ
ン
タ
ー
で

は
、
24
時
間
体
制
で
水
門

を
遠
隔
監
視
や
、
緊
急
時

の
水
門
の
開
閉
な
ど
を
行

い
、
住
民
の
安
全
を
守
っ

て
い
ま
す
。

荒
川
ロ
ッ
ク
ゲ
ー
ト

は
、
水
位
差
の
あ
る
荒
川

と
旧
中
川
の
水
面
を
同
じ

高
さ
に
し
て
か
ら
船
を
通

す
施
設
で
す
。
災
害
で
鉄

道
や
道
路
が
使
え
な
い

時
、
船
で
救
援
物
資
を
運

び
込
ん
だ
り
、
廃
材
な
ど

を
運
び
出
し
た
り
と
復
旧

活
動
を
行
え
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

荒川ロックゲートで説明を聞く区議団とあぜ上三和子
都議（写真右）と山添拓弁護士（写真中央左から二人目）

生
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会
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会
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赤
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第
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午
後
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時
半

どんなことでもお気軽にご相談ください

待機児問題の解決は待ったなし！待機児問題の解決は待ったなし！

あ
い
う
え
お
順

日本共産党が緊急提言日本共産党が緊急提言
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